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相は，暗灰色を呈t〆艶石諦翻紘の顯欝が明鉾＞かで慶罪、 ・

轟．　蓉察な1福び綜補足調沓の結果

毒澱　鷺川騰（浅近海性堆積騒）ぱ，撒秋繊金羅鉱庫

　　　欝集地域の総鵜の降階綜相1懸す嶺堆積騒か

　欝63年纂妥ギらは，兄川流縁発に分布擁’恐洩＿海畳1妻概嚢薩荏1

を示す聡根ご一括し，て兄川真，竃ご呼び鷺鷹魏榛ヂ）調．査地繍

㌶護厨ナる鋒響第二糸菰層の置，《下やゑの地騰として羅幾薄・つた1．

蔦のよ、うカ㍍聡・；様1を噂ぐすも）が，ギ憲の酸壌熊1，　とくに1鱒一づ貯

鯵／トレンドにあた惹整1蕊）罎圭1藩ン挿懸支’鴇が聾けも畷）プ燃曇礁

域のど融地麟に対応できるか多くの疑問がもたれた液募鞭

滋葺）　グルーブ1書窪｝，騰．金
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し、たがつて毎翻グ）チ諜・ク調査の機会に，角班・衰沢班

のこれ1螢ほ犠穣敬〆そら癒欝相を瀬す地域を桑．ちひミ，そ

れ翻）の模式地を調査した結果，次のような二とが騨・か

に癒つた，、すなわち角班遵）のいう先磁療／醗撫！・、肉沢班

の瀬1／3難馨斡の一彗禦がき兄川！邑、1に懸捗ヒされボまたラ1玉朗i穫糞壌，

麟痔；の搬豊立さオじぐレ・る羅赫沢護菰1王播授懸の弩、簿二に対已比すれ

ば，湧、1二層に対比さ躍しる．

　以、iプ）ような結果をみちびきだす理由とし甲ぐは，次の

，よっなことが蜜つたくi妻暮篶か蕊たはよく灘輪烹L甲ぐい蕎か

）である．

　置）　・甑潟植彗勢イと際藩岡一…であ欝，、安〃嵐谷飛グ）失婁沢ll邑

撃誓酋兄／欝・　ゼ部騨1・雛窟薦ヨ1、ヒ穣／蝦頼ノ沢煽軸拶きrl二1欝の

ヒ部贋講．，欝より産出した，，

　慧）　轡相が肉眼1響／に区旋饗でき癒い趣

　　　4

　　　…　　　　　　　　　㊥植物化石灘地
　　　　　　　　　　く
　　　I　　　　　！　　　　　　6　介化石産地

丁覧、◎不整謹　
　　　…　　／パζ笈　嬉麟㍉＼卜

　　　　　　〆　　　“☆鳶
　　　　　副ノ、・
　　贈一一ノ

　　な〆

ノ＼＼　　　t／
　　　　／醸　慮

篠☆欝禰，辮　＞、
／爆八寒凌無》〆ノ

齢陽〆ト蒙3二｝鷹購一j㎞

　　　　　　　’鏑　農　1麟　　　嚢笠　　　叢謎　　　1蟄

　3）　第鎖 欝のよらに碧掘の灘1関係がほぼ同・一であ

る．

　瓢淑．らグ）鷺藤歎的関参箋裂は，　第爆図ノ〉と罐　りであ恐，、

　墨，鷺　湯瀬粛方瓢広い分霜誉愚す難樵蟻体（繕熊井沢

　　　　購糞斑暴場の舞入の畔代

　欝導3奪繋i者らは．この環体を／彗蜂熊井沢フ膏啄纐揖と：しズ

藩及かい、　欝ノ曳の蓑辱期を獲川繍ζ’／l岬1後麹1のものと／一た、　し

かし一部の箇所で穴内沢層と不整合関／系にあることから，

薫計ヂしも港警鑓、の欝馨華鰹がと：れ．癒か～）た，，覧、かしぐ勢鑓iび壌調蒸釜

緑1．羅：・，擬谷川一滝ノ畑1墨1按叉東ノダ小沢瓢おい“ぐ，　ト㍑ご　！

中部，と想、われる凝灰燐の中に襲人乱』ぐいる薩麹がある，》

し、娠がつて欝銭3年に雌i、ノ鑑じ1総よらに捉、州期末期に貫入し

た繕身のであノ）て，ニノ沿掬沢期堆積離葺凱はすで総；本邊馨体び犠醤

動は事、鎮、慮したものと鷺えるべきである。、このことは，穴

内沢繍の中に激矯｛癖力ら由ノ終した簾樂があることから墨暴寵

鐸癒さ津もる。

　墨．嚢　発川上蒲付遭に鶏菟燃れた化職麗地と，嶽の沢

　　　　付遭に麓出す難化礁蕊地との驕淳的姥較，なら

　　　　びに，灘の沢かも榮力発川上流につらな猫懸脊

　　　　付避裟での騒辮の確寛

　・懸の沢産の化貰は，蒙溝来から講糞川栂北浦ll皆乏讐》のもぴ）と

奏れている、，一方水野慧）も縛新・世1蓄期～蕪繕訴・世初期戦鷲きは

叛いかという逡えかたをじてい導．．兄川産の化翁は多筆者

らの調査によ1）発疑されたものであるが，水野窪》の検討

の結果，白、鶴州鰭の動物群を特微づけ’叡逢ので灘黒沢階

！、梱蟻す恐ものとしている．しか更ノ今翻の調査の結果，

兄川上流畏至撚か鞍》寒脊・湯坂森・江戸弓il流域・水沢・譲藷急7欝

山らにかけて第i図糞募婁びに第4図のとおり，かなり広

範欝捧二わた！ブぐ化1石の産藝をみている。これらの化；蕎

は，繭述し　兄川流蛋戴に・分布するイヒ蒙ぎ壕覇とま／）ノと：く同 一

の化蕎相を示している．したがつて』れ　の潅醤ぐ1鐸の分布

翅拷1難蒙．イレなくとも1鑓一li寺代の地縷で澄欝う。Lかし・1二

欝、1蚤井糖　 藩激，本躍／、嚢の分布するね弄導嚇飛域からすで

鐙述ぺたような化際ゴ（慧、墨項）を鍛告し．ており，その時

代を遠部層ともて扱か〆）ている、、鮎たがつて同一一蝦相岡

　犀ヒ蒼相を示す〕本地護或の地繕を，欝、1慧尺～繋、嘗階とする

、煮艶と．北浦～船！ll階とする1囑方ぴ）、蘇舞、がある・・このこ

ご韓1　煽ノ芋学的にみても本地域にまつわる藁1要な1謝題と

考えられるので，さらに研究調；蕎を行な）必要がある・・

　老の沢付近から翼浮ごへて、兄川 き鷺飛紅つらなる檬、／轡蛸

係は，すでに第黛麟で輩しプ之二とお1）下位から兄川嘆無化聡

1、1綬1陶弓建蚕歌、ノ，誉・老の沢という累、重関係を示してい

葛．し、たがつて水野s）グ）、響、饗、にしたがい兄川含化蒙隈、を

台島～茜黒沢階と狭，江戸州頁藻膚の粗粒玄裁岩の貫

、入縫，ぼ麹1を男二、．げ）の、懸鏡にしたがい，撃臨諸び）累覇関｛系麺マ1ヂ

43一（マ轍））
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1彗羅お、よびゲ鱗．i博擁竃丹から室爽討した嵯引努1こは澤　本蝿辞成の

地壕の時代につマ・て次のよらな櫛とがいえゐ。すなオ転

，冗川・含イヒ星ぎ屡が嶺，傷～薦羅、沢相1懸，暮　ず川頁筆llが女

川絹愚層ということ1凱なる，、したがつてこの、1ゴ立のう彦の

洲灘，馴！亙艮繭浦相当概いうこと1こなる誘ミた…，ノy

蕊の沢揮の下部層1寒，燐相めっえから尾去訳鉱由封臨近の

松子沢麟聯に類似博榊るP、

　蕊．農　澱、川騒およびト瞬雛騒と穴内沢騰との不整禽に

　　　　ついて

　冗州とトに尋 ノは，ほぼi司一・の時代（ノ）運、）のであつ

て，　兄川／はト臓二芝麟の王tl絞的、、ヒ麺1に相’奮するも（鍔）であ

ろう』嚇i礪と．．ヒ位にみられる穴内汐ミ！轍ゴ）関係臨

ほとんどのメ轡ず（少なくも叢嶽者らヂ）書鰐雁鍵13或〉圃蕎響聖数　関

／系が確諜馨無れ、る．七かし　／響により胃舞鍛合の識受食1聾は，

寒炉異なる』のll乱合僕賀系のも〆）ともよく簿鯵褻霧れる

穆黛は葬丁事繊1、茎蘭ナンダく内習貰において1・みら酵徴る，、そこでの関係

は，第難図に『鉾し、翫とおりである。　また プγこの誉整総

をさらにう㌧づける灘鋤窪．1として，第3図に承すように』1撫

去沢鉱海付近の湧1耀辞1ならびにト鷲二織響 ヒ部層か1植物

化石がみられ孫こと甲こきある，、す癒わち，／師』ヂ・沢層辱ト蒐薫

鷲麟下部層は，海成穣を雪圓．その｛ヒ位の地麟は浅1難海成

堆積相叢算している，、さらにその、1位の穴内沢鰻，は，海成

麟1の要素を｛、つていない、、1砂ノヒがつ｝ぐ凱こでいう・下整畿

は，　ト羅二菱層鱗獅Fや沢／l鋼）章縁｝或ゆ叢1欠．鋳導に1盛化さ津際兄川／嚢、1

侮ト蒐就幻馨1 細覆・ヌ曙逮鼻沢泥潔麟などを蝦懸舞している。

この，試うな三鎌象はシ療麟慈のグ！／ンタフ灘捧轟1懸慧内での一 論安

的蓬穂驚資形豊壌では衷駄い難すなわら，熊沢川／邑欝酎ト環　職1。ヒ

1講麟の間に一動で1菰小鱗u毒の一〆裡乳〉蝦毬糞摩念垂璽が鱗藻了しカ・け

たものとご茎鰭醗鉱なけ『輩し1ずならないだろう．　づγダぐ内3鄭量1

一蕊の測隷こかけての堆積輪廻とは，、1．＝下の関係にあつ

て本質的毒　1異が1郷ることを1蘇瞬ミづける7蓉機禽であろ

ろ』の関イ系をi瀬・1ぐすると第韓灘の関係に流戴鴇．　したが
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3闘羅曇嚢麟などは，　トは二彗雛の上擦鮫1≒勺．、。1二霧轟にあたる鈴　また

ト琴二！腿！iお、よりび瞬醸許2尺権はタ　1・雛灘婁韓の薩ぐ音解に率藩当壌戸㌦る

・／．護，）であ壁う、，』兄川期に相1する地層は，水野の櫓摘の

とおり、驚州壕、萄化二葺準墾〉・鷺務酵讃象躍ソ驚羅層齢およびλ箪。木

沢灘　轡であろう、、このイ驚合は，擦斯によ！）下位ll、1を

か獄！／削り，かつ広域にわたつて1欝間的不連続が考えら

れる串鵡のような関で系を、．ヒ田験井、．．1雄）‘も他の地ま成里岬

馨力勝で確．葎忍ミ唖ギ整“以下の地穣、を轡前階として扱つて

いるようである、、

　感．鐸　鷺、川騒おぶびト隣灘騒の時代について

　．，瑠耽　・ト翫膿層・ダ惹逮沢泥岩層軌大沢のいう瀬

，ノ蒙欝葬き1なら鷲メに湧！ゴ1、峯、．．ヒ蒲轡㌃汰聾　轡雛煮し』たとおリタ1寮騰し
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た植物葉片の化署を産すること，暑相の類似性などから

みて，ほぽ陶一の購代の地腰であろう。これらの各地畷の

時代について門前階とする意兇と台、鶴一茜黒沢階にする

醤方ダ）意見がある．すなわち角らは，先遠沢澱岩を門前

階として扱い，大沢らは，瀬ノ沢層を1島一潤黒沢階と

して扱つている．また一方ヒ田・井上§）爵）も，下長沢凝灰

質砂岩層誉）を含む尚氏りの瀬ノ沢麟を含有化省から門前

階として扱っている．さらに安久谷川流域か罫産出する

植物化石を含む地麟（これは，角らグ）いう先達沢泥岩屡

とほぼ同一の地麟）を含有植物化石かヂみて闘仁合型植

物化着という理由で門前階としている．湧 L縷の下位層

である獅子沢層についても，．1二田・井i避らは．火由岩

学的層序からみて，瀬ノ沢層時階の火山活動と同様なも

のと指摘している。しかし穫1烹麟と下部の獺1子沢層との

関係を不整緊として扱つている．したがつて，獅芋沢／，1

を門繭階にし，湧、U轡をそれよ1ラ上位の時階の地麟とし

ているようである．だが清水・渡辺S）らは，この関係を整

合として扱つている．また最近の大沢の調査び）結果も清

水らと同意見と聞いている．したが一てこれらの地層

は，第3図に示レたとお鯵対比づけることがも畷）とも妥

当と考える、塞たこれらの地層拶）時代についても，多く

の検討を必要とするが，岩相および地轡の累重関係な君

びに不整合などから検討した結果，ト雛羅癩・兄川煽菰

どは門前階にすることが妥当ご考え，少なくとも騰…穂

物葉片の化着を産する地鷹は簡一堆積盆地・内では，ほぼ

同一時代のものとすることが妥当であろう．

謬．　あとがき

　上述しに門前階と台島一爾黒沢階を境する不整合は、

グリンヌフ地向斜変遷にまつわる重要な周題であり，か

つ充　　1論され、認識されなければならないことがらで

あろう．

　従来グリンタツ簸向斜の堆樹1は，東から薄に向かい

一つの堆積輪魍を示し，その閥に大きな濃約慧での§、欄的

不連続はみとめられていない。あえてこれを求めるとす

れば，新第三紀屡下部の海進初期，ならびに海退期にあ

たる時代にうた1がいがもた1れている，，これ1を実証する

小単元の時閥的不遠続は，黛一Sヵ所にあるようで凄）

る．しかし本地域の不整合に比較対応できるものは，明

らかにされていないじ，かな！）質的な相違がある．こグ）

ことは，堆積機構ならびに造構造運動の特異性が．含瀦

田地域と著しく異なるゆえんでなかろらか．家たこのよ

ろな相違が同一地向斜における，油田地帯と黒鉱地帯を

区分する要因ではないかと思われる、さらにこのよらな

不整合は，本地域だけにまつ才る問題ではなく，いわゆ

る脊梁山地全般に窟つわる闇題であろ弧筆者もここ数

年下部新第三系の麟位的研究を続けているが，、1二述した

とまつたく同様な隅整合関係を山形県ならびに隔島県な

どの脊’｛出地において観察している。したがつてこのよ

うな事霧をさらに研発討論され，認識されることが必要

である．
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